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「感染拡大」と「退院支援」
「ベッドコントロールセンター

転院ではなく在宅医療を望む患者さんが増えました。
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転院ではなく在宅医療のニーズが高まっています。
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在宅調整の主な内訳

往診医 訪問看護 ホスピス

2018年度 2019年度 2020年度

≪感染拡大 と 退院支援 ≫

医療ソーシャルワーカー 10名 退院調整看護師 4名

令和2年度 BCC利用件数

557件

令和3年度 BCC利用件数

（令和3年9月現在）6カ月経過

224件

≪ ベッドコントロールセンターの設置 ≫

適切な病床利用や在院日数となるように

ベッドコントロールセンター（BCC）は設置されました。

院内空床を管理し、各診療科でベッド満床の場合は、

BCCを介してベッドを確保しています。
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2018年9月 適切な病床利用や在院日数となるように設置しました。

ここ数年間、当院では転院調整の件数が減少し、在宅調整件数が増加していました（グラフ参照）。

2020年度には1930件とその傾向が顕著になり、往診可能な診療所や訪問看護ステーションへ

の相談が急増しました。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、多くの病院で入院の受け入れが減少したことや、

面会が制限されたことで在宅療養を希望される患者さんが増えたことが影響したと考えています。


